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らくらく農法・農地マップ作成マニュアル 

 

農地マップとは農地の現状をあらわした地図です． 

このマニュアルでは農地マップをつくるための方法について説明します． 

 

1 用意するもの 

 

農地マップの作成に必要なものは下記の 3つです． 

 

①農地点検で作成した手書きの農地マップ（図 1） 

②農地情報シート（農地点検で農地情報を記録したもの） 

③農地マップのベースとなる地図（ゼンリン住宅地図） 

④描画ソフト（Adobe Illustrator ＊）  

 

＊このマニュアルでは Adobe Illustrator CS5.1 for Mac を使用して農地マップ作成について説明

していますが，Windows 版でも基本的な操作は同じです． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 農地点検で作成中の農地マップ 
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2 農地マップ作成の流れ 

 

 農地マップは農地点検で得た情報（手書きの農地マップ，農地情報シート）をもとに，

描画ソフト（イラストレーター）を使って作成します（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 農地マップ作成の流れ 



3 

 

3 農地マップファイルの構成 

 

農地マップファイルは主に以下のⅠ～Ⅸレイヤーで構成されています（表１）． 

 

 表 1 農地マップファイルの構成＊ 

Ⅰ 基本情報（道，河川，等高線，ランドマーク，凡例など） 
 

共
通
項
目 

農
地
マ
ッ
プ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
地
図 

Ⅱ 家の位置（家族番号「あり」と「なし」） 

Ⅲ 

＊＊ 

ムラ点検関連 

ムラ点検で得た行事の場所を記載したもの． 

ムラ点検 

マップ 

Ⅳ 全農地を「作業のキツさ別」に 5段階に分類 

カテゴリー別

農地マップ 

Ⅴ 全農地を「10 年後の見通し別」に 5段階に分類 

Ⅵ 
全農地を「カキを栽培している農地」，「それ以外の作物を

栽培している農地」に分類 

Ⅶ 
カキを栽培している農地のみピックアップし，その中で「作

業のキツさ別」に分類 

Ⅷ 
カキを栽培している農地のみピックアップし，その中で「10

年後の見通し別」に分類 

Ⅸ 全農地を「農家番号別」に分類 

Ⅹ 

ベースとなる地図 

Ⅰ～Ⅷのベースとなる地図 

（ここではゼンリンの住宅地図を使用） 

 

＊表 1 はイラストレーター上の農地マップファイルのレイヤー構造，順番を表しており実際の作成順序と

は異なります． 

＊＊Ⅲのムラ点検マップは農地点検ではなく，ムラ点検にて得られた情報を表した地図です．  

 

レイヤーは透明なフィルムのようなもので，階層を表します．農地マップは複数のレイ

ヤー（サブレイヤー）で構成されています．  

画像（農地の形状など）や文字列（番号など）の各パーツは別々のレイヤー上に配置さ

れ，それらを重ね合わせて 1つの画像をあらわします． 
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図 3はレイヤーの構造をあらわしています． 

Ａの各レイヤーはベースとなる地図（ここではゼンリンの住宅地図）をもとに「家の位

地」，「道」，「川」をトレースしたものです．トレースしたものはそれぞれのパーツご

とに別のレイヤーに配置されます． 

ＢのレイヤーはＡのレイヤーをカテゴリーごとにまとめたものです． 

ＣのレイヤーはＢのレイヤーを重ねたものです．レイヤーを重ねて一つの画像（「Ⅰ基本

的情報」）になります． 

図 3 レイヤーの構造 
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＊イラストレーターのレイヤー構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラストレーターでレイヤーは図 4のように表されます． 

ここでは家アイコンを例にその構成を見ます．［レイヤー1］にはサブレイヤー（［農家の

位地］レイヤー）が二つあります．［農家の位地］レイヤーの中にはさらに［1］と［パス

（△）］と［パス（□）］の計 3 つのレイヤーがあります．これらのレイヤーが重なって左

にある家アイコンになります．  

図 4 例：家アイコンのレイヤー構造 
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4 農地マップの作成 

4-1 農地マップにのせる情報 

 

手書きの農地マップの情報を，イラストレーターを使って清書します．農地マップに載

せる情報は以下のＡ～Ｅ（図 5）でその凡例は図 6のようになります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.農地 

農地の形状と位地を示します．農地は黒色の枠線で描きます． 

  ＊貸借関係がある場合 

   貸している農地はクロス，借りている農地は斜線で編みかけをします（①）． 

＊＊区有地・県有地の場合 

   区有地は黄色（②），県有地は赤色の枠線で描きます． 

 

B.農地番号 

農地番号は各農地一筆一筆にふり当てられた番号で，各農地の ID となります（③）．こ

れは「農家番号」と「農地の数」を組み合わせた番号です． 

（例 44-5→農家番号 44 の 5 つ目の農地）． 

 

C.作業のキツさ 

各農地の作業のキツさを 5段階のアイコン（④）で示します．  

図 5 農地マップの情報 
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D.10 年後の見通し 

各農地の「10 年後の見通し」を４色（青（⑤），オレンジ，赤，黒）で色分けします． 

  

E．柿栽培農地 

柿栽培農地には柿のアイコン（⑥）を配置します． 

 

F.家の位地 

家の位地には家のアイコン（⑦）を配置します．中にある数字は農家番号です．

図 6 凡例 
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4-2 凡例の作成 

 

農地マップを描く前に凡例（前掲図 6）を作成します．事前に作成しておくことで，アイ

コン，色の選択，網掛けなどをコピー＆ペーストできるので便利です． 

 

Ａ 農地  

 

① 農地の枠線を書く 

枠線は黒色，塗りは透明にしま

す（図 7）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①-1 ［ツールパネル］から［長方形ツール］を選択します． 

①-2 任意の場所にドラッグしながら長方形を描きます． 

①-3 ［ツールパネル］から［塗りボックス］を選択します． 

①-4 ［スウォッチパネル］から透明（□に赤線で斜線があるもの）を選択し＊，長方

形の中を透明にします．(*あるいは［カラーパネル］から選択) 

①-6 ［ツールパネル］から［線ボックス］を選択します． 

①-7 ［スウォッチパネル］から黒色を選択して，枠線を黒色にします． 

  ＊線の太さを変えたい場合，［メニュー］→［ウィンド］→［線］を選択 

 

図 7 枠線を書く
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② レイヤーの名前を変える 

作成された長方形は，［レイヤーパレット］で［レイヤー１］のサブレイヤーで［パス］

と表示されます．レイヤーごとに名前を変えれば見やすく，また整理しやすくなります． 

 ②-1 ［レイヤーパネル］で［パス］をクリックします（図 8）． 

②-2 ［オプション］ダイアログボックスが表示されたら，［名前］を変えます（ここで

は［農地］と記入）． 

②-3 ［レイヤーパネル］のレイヤー名が［パス］から［農地］に名前が変わります．  

 

図 8 レイヤーの名前を変える 
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Ａ＊貸し出している農地，借りている農地 

 

 

枠線は黒色，塗りは透明にします． 

貸し出している農地の場合はクロスパターンで網掛け，借りている農地の場合は斜線パ

ターンで網掛けをします． 

 

① 長方形をつくる 

「4-2 A 農地」でつくった長方形をコピー＆ペースト（2回）して長方形を二つ作り，そ

れらを重ね合わせます（図 9）． 

 

 

図 9 長方形を作る 
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② クロスのパターンを作る 

網掛け用のクロスパターンを作ります． 

  ＊あらかじめイラストレーターのスウォッチライブラリーなどに斜線やクロスのパターンがある

場合はこれらを自分で作る必要はありません．ここでは既存のパターンが無い場合の方法を説明

します． 

 

 ②-1 ［ツールパネル］から［線ツール］を選択し，任意の長さ（＊）

の線を一本書きます（図 10）． 

   

 

 ＊ここで作成するパターンを使って，貸借関係のある農地に網掛けをします．パターンの大きさが

該当する農地より小さいと網掛けが足りなくなってしまうので一番大きな農地と同じ大きさ合わ

せて作成します． 

 例えば，パターンが大きい場合，Ａ（図 11）は農

地より網がけのパターンが大きいため，クリッピング

マスクをかけると A’のように農地全体に網がけがか

けられます． 

しかしＢは農地より網がけのパターンが小さいため，

クリッピングマスクをかけると B’のように農地全体

に網がけがかえられず，パターンを大きくする必要が

あります．ですからあらかじめ大きなパターンを作っ

ておきます． 

 

 

 

 ②-2  ②-1 で作った線をコピー＆ペーストし，作成するクロスパターンの大きさの幅

に 2本の線を並べます（図 12）． 

 

 

 

図 10 ②-1 線ツール

図 11 パターンの大きさ 

図 12 ②-2 
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②-3  [ブレンド]を使ってストライプのパターンをつくります． 

[選択ツール]で 2本の線を選択します．メニューから[オブジェクト]を選択→プルタ

ブメニューが出てくるので[ブレンド]→[ブレンドオプション]を選択します（図 13）． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②-4 [ブレンドオプション]のダイアログボックスが表示されたら，［間隔］は[ステッ

プ数]を選択し，2本の線の間にいれる線の数を入力し，[OK]をクリックします（図

14）．  

 

 

 

 

  

図 13 ②-3 ブレンドオプション

図 14 ②-4 ブレンドオプションダイアログボックス 
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②-5 メニューから[オブジェクト]を選択し，プルタブメニューから[ブレンド]→[作成]

を選択すると．二本の線の間に 30 本の線が

等間隔で引かれてストライプパターンがで

きます（図 15）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-6 作成したストライプパターンを選択し，コピー＆ペーストします． 

 

 

 

 ②-7 コピー＆ペーストしたストライプ

パターンを 90 度回転させます． 

メニューから[オブジェクト]を選択

し，プルタブメニューから[変形]→[回

転]を選択します（図 16）． 

  

図 15 ②-5 ブレンドの作成 

図 16 ②-7 
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 ②-8 [回転]のダイアログボックスが表示さ

れるので，[角度]に 90度と入力します（右

斜め上の斜線パターンを作る場合，[角

度]には-45 度と入力します）（図 17）． 

 

 

 

②-9 回転させた縦ストライプパターンを選択し，横ストライプパ

ターンと重ね合わせます（図 18）． 

 

 

 

 

 

②-10 [レイヤーパネル]で横と縦のストライプパターン（[ブレンド]という名前のレイ

ヤー2つ）を選択しグループ化します． 

 メニューから[オブジェクト]を選択し，プルタブメニューから[グループ化]を選

択します．［レイヤーパネル]で二つのレイヤーがグループ化されて一つのレイヤー

になります（図 19）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊グループ化するには，ショートカットキーを利用してグループ化もできます． 

グループ化したいしたいレイヤーを選択→コマンドキー＋Ｇ（windows ならば ctrl+G）

図 17 ②-8 オブジェクトの回転

図 18 ②-9

図 19 ②-10 グループ化 
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③ クリッピングマスクをかける 

 

長方形からはみ出したクロスパターンを[クリッピングマスク]で隠します． 

③-1 グループ化したクロスパターンを長方形の中央に合わせ

ます（図 20）． 

 

 

 

 

 ③-2 ［レイヤーパネル］でレイヤー順番を変えま

す．一番上にある②-10 でグループ化したレイヤ

ー（［レイヤーパネル］では［グループ］と表示）

を 2番目の［農地レイヤー］の下に移動します

（図 21）． 

 

 

③-3 ［レイヤーパネル］で［農地］と［グループ（クロス模様）］を選択します．メニ

ューから[オブジェクト]を選択し，プルタブメニューから[クリッピングマスク]→

[作成]を選択します（図 22）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-4 クロスで網掛けされた長方形ができます．レイヤーパネルでは[グループ]という

レイヤーになります（図 23）． 

図 20 ③-1

図 21 ③-2 レイヤーの移動 

図 22 ③-3 レイヤーの選択

とクリッピングマスクの作成

図 23 ③-4 
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④ 複数のレイヤーをまとめて凡例に名前をつける 

 

作成した「貸し出している農地」の凡例を［レイヤーパレット］でみると，図 24 のよう

にＡ［農地］とＢ［グループ］二つのレイヤーで構成されていることが分かります．これ

らを一つのレイヤーにまとめ，他のレイヤーと区別するために名前を変えます． 

  

④-1 [レイヤーパネル]の一番上にある[農地]と[グループ]のレイヤーを選択します．

二つのレイヤーをグループ化します（②-10 と同様の手順で）（図 24）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 グループ化 

 

④-2 グループ化されたレイヤーの名前を「4-2 A 農地」の手順⑦と同様に名前を変え

ます．ここでは「貸し出している農地」に変更しました（図 25）． 

 

 

 

 

図 25 ④-2 レイヤーの名前の変更
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Ａ＊＊区有地・県有地 

 

 

区有地の場合，枠線は黄色に，県有地の場合，枠線は赤色にして，塗りは透明にします． 

 

① 農地の枠線を書く 

「4-2 Ａ農地」で作成した農地の枠を［選択ツール］で選択しコピー＆ペーストします． 

 

② 線の色を変える 

②-1 [ツールパネル］から[線ボックス]を選択します（図 26）． 

②-2 [スウォッチパネル]から［黄色］を選択します（県有地の場合は赤色を選択）． 

 

図 26 ②線の色を変える 
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Ｂ 農地番号 

 

 ［文字ツール］を使って番号を入力します． 

 

① ［文字ツール］ 

［ツールパネル］から［文字ツール］を選択します（図 27）． 

 

 

 

② ［文字パネル］ 

該当する農地に農地番号を入力します．文字の大きさ，フォントを変えたい場合は， 

 ②-1 メニューから［ウィンド］→プルタブメニューから［書式］→［文字］を選択し

ます（図 28）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②-2 ［文字パネル］が画面表示されます．ここ

でフォントや字の大きさを調整します（図29）．

図 27 文字ツール

図 28 ②-1 文字パネルの表示 

図 29 ②-2 文字パネル 
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C 作業のキツさ別 

 

 

 

作業のキツさを示す 5種類のアイコンを書きます． 

このアイコンは［ツールパネル］にある［長方形ツール］［楕円形ツール］［直線ツール］

［スウォッチパネル］等を利用して作成しました（図 30）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊画像ファイルの配置 

アイコンに適当な画像ファイルがあれば，それを農地マップファイルに取り込み利用することも可

能です．ファイルの取り込み方は以下の通りです． 

① メニューの［ファイル］を選択→プルタブメニューから[配置]を選択します． 

②［配置］の[ダイアログボックス］が表示されたら，該当する画像ファイルを選択します． 

 

 

図 30 ツールパネル 
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D 10 年後の見通し 

 

農地を青，オレンジ，赤，黒で色分けをします． 

 

 

 

 

 

① 「4-2 A 農地」で作成した長方形のオブジェクトを 4つコピーします． 

② 4 つの内，一つを［選択ツール］で選択します． 

③ [ツールパネル］から［塗りボックス］を選択します． 

④ ［スウォッチパネル］から該当する色を選択します． 

 

 

E 柿栽培農地  

 

 

 柿を栽培している農地に柿のアイコンを配置します．ここでは Micro soft Office にあ

るクリップアートから探した柿の画像ファイルを使用しました． 

 ［配置］のやり方は「4－2 C 作業のキツさ別」の画像ファイルの配置①②と同じです． 

 

 

F 家の位地  

 

 

家の位地に家のアイコンを配置します．「4-2 C の作業のキツさ別」のアイコン同様に[長

方形ツール］［直線ツール］［スウォッチパネル］等を利用して書きました． 

 

現時点で耕作放棄地 

 
10 年後も継続している
と思う農地 
 
10 年後さすがにここは
あきらめているかなと
思う農地 
 
できたら続けていきた
いがどうなるかわから
ない農地 
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4-3 農地マップを書く 

 

農地情報が書き込まれた手書きの農地マップをもとにイラストレーターで農地マップを

清書します． 

 

① ベースとなる地図（表 1 Ⅹゼンリン住宅地図）の画像ファイルを配置する  

メニューの[ファイル]か 

ら［配置］を選択します．[配置ダイアロボックス]表示されるので，配置したい画像を

選択します（図 31）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 農地の輪郭を書く 

農地情報が書き込まれた手書きの農地マップを見ながら，［ペンツール］で農地の輪郭を

描きます． 

［ツールパネル］から［ペンツール］を選択し，手書きの農地マップを見ながら画面上

の地図と同じ場所に農地を書きます（図 32）． 

図 32 ②ペンツールで農地を書く 

図 31 ①地図の配置
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③ 「10 年後の見通し」，「所有地」「区有地」「県有地」の区別，「貸し出している農地」「借

りている農地」の情報を加える． 

 

③-1 農地情報シートの「10 年後の見通し」に基づき色を塗ります（図 33）． 

     農地の輪郭を選択したまま，［ツールパネル］で［線ボックス］を選択し（あるい

は［カラーパネル］），[スウォッチパネル]から色を選びクリックします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-2 「区有地」か「県有地」ならば枠線の色を変えます（図 34）． 

  ［ツールパネル］から［線ボックス］（あるいは［カラーパネル］）をクリックし，［ス

ウォッチパネル］から該当する色を選びます． 

 

 

図 34 線の色を変える 

図 33 農地に色を塗る 
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③-3 貸借関係のある農地の場合 

「貸し出している農地」か「借りている農地」ならば，「4-2 Ａ＊貸し出している農地・

借りている農地」の凡例を作成した手順③と同様に［クリッピングマスク］を使って

クロス・斜線パターンの網掛けをします． 

 

③-3-1 該当する農地をコピー＆ペーストし，コピーしたものの上に重ね合わせます

（図 35）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③-3-2 凡例で作ったクロスパターンあるいは斜線パターン（［ブレンド］という名前

のレイヤー）を［レイヤーパネル］から選び，コピー＆ペーストして，農地の上

に重ね合わせます（図 36）． 

 
図 36 ③-3-2 

図 35 ③-3-1 
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  ③-3-3 レイヤーの順番を変えます． 

［レイヤーパネル］で［ブレンド］レイヤ

ー（斜線パターン）の順番をコピーした農地

の［パス］の下に移動します．一番上部にあ

る［パス］と［ブレンド］レイヤーを選択し

ます（図 37）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③-3-4 ［オブジェクト］メニューから［クリッピ

ングマスク］→［作成］を選択しクリックしま

す＊（図 38）． 

 

 

 

＊２つのレイヤーを選択した状態で，右クリックしても

［クリッピングマスクの作成］が出てきます． 

 

 

 

 

 

 

 

③-3-5 農地からはみ出ていた斜線パターンが農地

の形状でマスクされます（図 39）． 

 

 

 

図 39 ③-3-5 

図 38 クリッピングマスクの作成

図 37 レイヤーの移動
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 ③-4  ②～③の作業でできた複数のレイヤーを一つのレイヤーにまとめます（図 40）． 

   

③-4-1 クリッピングマスクをして出来た［グ

ループ］レイヤーの左側にある横向きの

三角印をクリックして，折りたたまれて

いるサブレイヤーを表示します． 

 

③-4-2 ［グループ］レイヤーに［パス］レ

イヤーを移動します． 

（［ブレンド］の下に移動させる） 

 

③-4-3 複数のレイヤーが［グループ］レイ

ヤーにまとまりました． 

 

 

 

 

 

 

③-5 ［グループ］レイヤーに名前を付けます． 

［レイヤー］パネルの［グループ］レイヤーをダブルクリックすると［オプション］

ダイアログボックスが出てきます． 

［名前］のところに該当する農地番号を入力します．レイヤー名が［グループ］レ

イヤーから［01－01］レイヤーへ変わります（図 41）． 

    

 

 

 

 

 

図 40 ③-4-1～3 レイヤーをまとめる

図 41 ③-5 レイヤーに名前をつける 
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④ 農地情報シートに基づき「農地番号」，「作業のキツさ」，「柿」等の情報を配置します 

 

 ④-1 「農地番号」を配置します． 

［ツールパネル］から［文字ツール］を選択し，農地番号を入力します．（図 42）． 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

④-2 「作業のキツさ」アイコンを配置します． 

［レイヤーパネル］の［凡例］レイヤー→［作業のキツさ］レイヤーを選択し，該当

するレイヤーを選択しコピー＆ペーストします（図 43）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④-3 該当する農地が柿を栽培している場合「柿」アイコンを配置します． 

   ［レイヤーパネル］の［凡例］レイヤー→［柿］レイヤーを選択し，コピー＆ペー

ストします（図 44）． 

図 42 ④-1 農地番号の入力

図 43 ④-2 作業のキツさ

アイコンの配置 

図 44 ④-3 柿アイコンの

配置
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⑤ 農家の位地に「家」のアイコンを配置する（「番号あり」と「番号なし」） 

 

⑤-1 ［凡例］レイヤーから［1］レイヤー（家のアイコン）を選び，コピー＆ペースト

を 2回（家のアイコンを二つにします）して，重ね合わせます（図 45）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤-2 「番号なし」の場合，文字列の［1］レイヤーを削除します（図 46）． 

 

 

 

 

図 45 ⑤-1 

図 46 ⑤-2 
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⑥ 作成した各レイヤー（④，⑤）の名前を変える 

［レイヤーパネル］を整理しやすくするために，レイヤーの名前の変更行います． 

 

  ⑥-1 ［家の位地］レイヤーにはそれぞれ「01 番号なし」「01 番号あり」とつけます

（図 47）． 

 

 

 

  ⑥-2 ［柿］，［4作業のキツさ］レイヤーも［01-01 柿］，［01-01 4 作業のキツさ］と

農地番号を追記します（図 48）． 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47 ⑥-1 レイヤーの名前を変える 

図 48 ⑥-2 レイヤーの名前を変える
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⑦ 農地マップのレイヤーを整理する 

 

 農地や農地情報を書きすすめていくと，作成した順に［レイヤーパネル］には新しいレ

イヤーがどんどん追加されていきます（図 49）． 

 カテゴリー別農地マップを作成するために［レイヤーパネル］内をカテゴリーごとに整

理します． 

「農地」，「農地番号」，「作業のキツさ」，「柿」，「家の位地」のカテゴリーごとサブレイ

ヤーを作り整理します．サブレイヤーを作っておけば新しく書いたレイヤーを該当するカ

テゴリーのサブレイヤーに移動させればよいだけです． 

この整理は 2～3の農地を描いた時点で行うようにします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦-1 まず「家の位地」を整理します． 

［レイヤーパネル］下部にある［新規サブレイヤーを作成］をクリックすると，最上

部に新たに［レイヤー2］ができます．そこへ［02 番号あり］レイヤーを移動します

（図 50）． 

 

 

 

 

 

 

図 49 整理前のレイヤーパネル 

図 50 ⑦-1 レイヤーの移動 
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⑦-2 ［レイヤー2］の名前を［家の位地 番号あり］と変更します（図 51）． 

   同様の手順で，他のレイヤーもまとめていきます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦-3 まとめて整理した結果，図 52のようになります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 52 ⑦-3 整理したレイヤー

図 51 ⑦-2 レイヤーの名前を変える 
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＊⑦のように新規レイヤー（サブレイヤー）を作成し，その中へ該当のレイヤーを移動させるほか，

該当するレイヤーを選択して，［グループ化］することでサブレイヤーを作成することもできます． 

⑧ 農地マップのレイヤーを農家番号ごとに整理する 

 

 ⑦では［レイヤーパネル］内をカテゴリーごとに分け

ました．しかしサブレイヤー内には複数の農家番号が一

緒の状態になります． 

例えば図 53の［レイヤーパネル］内の［作業のキツ

さ］レイヤーには農家番号 01 のレイヤーが 4つ，農家

番号 03 のレイヤーが 3つの計７つのレイヤーがありま

す．これらを農家番号ごとに分けて整理していきます． 

 

 

 

 

 

 

農地マップは手書きの農地マップと農地情報シートをもとに作成していきます．このよ

うにレイヤーパネル内を整理することで，農地情報シートに記載してある農地が農地マッ

プ上どこにあるのかなど，農地情報シートの情報と農地マップファイル双方の情報が確認

しやすくなります． 

また，農家番号ごとに整理していくことで，「農家番号別の農地マップ（表 1のⅨ）」が

出来上がります． 

レイヤーの整理作業は，複数（2～3）の農家の農地を作成した時点で行うようにします．

整理をせず作業を進めると，さまざまなカテゴリーのレイヤーが同じ階層に並び，レイヤ

ーパレットが縦に長くなり整理も煩雑になります． 

 

図 53 ⑦
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例として［農地番号］レイヤーを農家番号ごとにサブレイヤーを作り，整理します．  

 

⑧-1［レイヤーパネル］下部に

ある［新規サブレイヤー］を

クリックして（⑦-1参照）［レ

イヤー8］を作ります．そこ

へ農家番号 01 のレイヤー，

計 4つを移動させます． 

 ⑧-2［レイヤー8］レイヤーをダ

ブルクリックし，名前を［01］

に変えます（図 54）． 

 

 

 

⑧-3 以下同様の手順で，各カテゴリーのレイヤー内を農家番号ごとにまとめて整理して

いきます（図 55）． 

最終的には各カテゴリーも全て一つのレイヤーにまとめ

て，［農家番号別］レイヤーとします． 

図 54 ⑧-1，2 レイヤーの移動 

図 55 ⑧-3 レイヤーを移動してまとめる 
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4-4 カテゴリー別農地マップを作る 

 

カテゴリー別農地マップとは，例えば「作業のキツさが 1 の畑のみ表示する」や「10 年

後も続けている農地（青色で表示）」など，農地情報のカテゴリー別に該当する農地を表示

させたものです． 

3-2 で作成した農家番号別農地マップもカテゴリー別農地マップの一つになります．これ

は農家ごとに［農地番号］［作業のキツさ］［柿］［10 年後の見通し］レイヤーが整理されて

いるので，任意の農家を選択して地図に表示することが容易にできます． 

しかし，この農家番号別農地マップで「作業のキツさが 1 の農地のみ表示する」場合，

農地情報シートを確認しながら，作業のキツさが 1の［農地番号］［作業のキツさ］［柿］［10

年後の見通し］がどれなのか［レイヤーパレット］内の全レイヤーを確かめて表示・非表

示を選択しなければなりません． 

また，別のカテゴリーで表示させたい場合，再び全レイヤーの表示・非表示を選択しな

おさなければならず，作業が煩雑になります． 

そこで，カテゴリーごとに［農地番号］［作業のキツさ］［柿］［10 年後の見通し］レイヤ

ーを整理すれば，レイヤーの選択が容易になります．これがカテゴリー別農地マップにな

ります． 

カテゴリー別農地マップは，複製した［農家番号別］レイヤーを新たなレイヤーとし，

そのレイヤー内の構成を，農地情報シートを参考にしながら整理しなおして作成します． 

 

ここでは表 1「Ⅳ作業のキツさ別」農地マップを例に説明します．作成済みの［農家番号

別］レイヤーの全レイヤーをコピーし，コピーしたレイヤーの構成を「作業のキツさ別」

に整理しなおします． 

 

なお，［家の位地］レイヤーについては，カテゴリーごとにその位置が変わったり，また

レイヤー内の構成が変わることはありません．ですからカテゴリー別農地マップごとに［家

の位地］レイヤーを作らず（サブレイヤーとして［家の位地］レイヤーを作らず），各カテ

ゴリー別農地マップと同じ階層に置きます．  
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①「作業のキツさ別」レイヤーを作る 

（図 56） 

①-1 4-2 で作成した［農家番号別］レイヤーを全て選択し，コピー＆ペーストします． 

①-2 コピーしたものをグループ化します（あるいは新規サブレイヤーを作成してそこ

へコピーしたレイヤーを移動させます） 

①-3 グループ化したレイヤーを［農家番号別］レイヤーから移動します（［農家番号別］

レイヤーのサブレイヤーではなく，同じ階層に移動します）． 

①-4 グループ化したレイヤーの名前を「作業のキツさ別」に変えます． 

①-5 コピー元の［農家番号別］レイヤーにロックをかけて，選択，変更できないよう

にします． 

①-6 ［作業のキツさ別］レイヤーを選択し，［農家番号別］レイヤーと重なるように移

動させます． 

図 56 作業のキツさ別レイヤーの作成 
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②レイヤー内を整理する 

 

②-1「作業のキツさ」のレベルごとに「農地番号」，「柿」，「農地」のサブレイヤーを作

成して整理します 

［作業のキツさ別］レイヤー内にある，［作業のキツさ］のレイヤー，計 7つを一つ

のレイヤーにまとめます．［新規サブレイヤー］を作成し，7つのレイヤーを移動した

後，レイヤーの名前を［作業のキツさ］に変更します． 

 

同様の手順で他のカテゴリーも［作業のキツさ別レイヤー］の中にサブレイヤーを

作成して整理します（図 57）． 

 

②-2 ［作業のキツさ別］レイヤーの中をさらに 5 段階のレベルごとにサブレイヤーを

作成し，まとめます（図 58）． 

  

 

 

図 57 ②-1 カテゴリー別に作業のキツさレイヤーを整理する 

図 58 ②-2 レベルごとにレイヤーを整理する
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 ②-3 同様の手順で，農地情報シートを参考にしながら別のカ

テゴリー内（農地番号，10 年後の見通し，柿栽培など）

も作業のキツさのレベルごとにサブレイヤーを作成し，整

理・まとめます（図 59）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-4 レベルごとに分けたサブレイヤー内をさらに農家番号ごとにまとめます． 

（図 60）． 

 

 

 

図 59 ②-3 

図 60 ②-4 サブレイヤー内を農家番号別に整理する
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②-5 別のカテゴリーも同様に，農家番号ごとにまとめます（図 61）． 

図 61 ②-5
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③ カテゴリー別農地マップを表示する 

 

作成した［作業のキツさ別］レイヤーを使って，作業のキツさのレベルごとに地図を表

示します．図 62は全てのレイヤーを表示させた状態です． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-1 例えば［作業のキツさ 5］の農地のみを地図に表示させます（図 63）． 

［作業のキツさ］，［農地番号］，［柿］，［農地］レイヤーの中にある［作業のキツさ 5］

に該当するものを［レイヤーパネル］の左端にある目のマークをクリックして表示さ

せます．（目のマークがボックスに表示されていないレイヤーは画面に表示されませ

ん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 62 ③ 

図 63 ③-1 作業のキツさ 5の農地のみ選択表示した場合 
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［作業のキツさ 1］の場合は下図のようになります（図 64）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1にある，その他のカテゴリー別農地マップ（Ⅴ10 年後の見通し，Ⅵ柿栽培農地かそ

れ以外，Ⅶ柿栽培農地の作業のキツさ，Ⅷ柿栽培農地の 10 年後の見通し）も 3-3①，②の

手順で作成していきます． 

Ⅶ，ⅧについてはまずⅥを作成します．そしてⅥの内，柿を栽培する農地のみをえらび，

それらを整理しなおして作成します． 

図 64 ③-2 作業のキツさ 1の農地のみ選択表示した場合 
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5 Ⅰ基本情報の作成 

 

Ⅰは地図の基本となる情報が記載された地図です．これはⅨのゼンリン住宅地図を参考

に道，河川，等高線を書きます．またランドマークとなる建物の位地，縮尺等を加え，そ

れぞれレイヤーを作成します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 ムラ点検マップの作成 

  

寄り合い点検では，農地点検と同時にムラ点検も行いました．ムラ点検とは祭りや行事

などを開催する場所を示した地図です． 

 Ⅰ基本情報をベースに，得られた情報をもとに該当する場所に印をつけて作成します． 
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